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令和６年６月定例市議会 市長行政報告 

 

皆さん、おはようございます。 

６月定例市議会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

議員の皆様におかれましては、御多忙の折にもかかわりませず御参集

をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

議案等の説明に先立ちまして、行政報告をさせていただきます。 

 

はじめに、市民の健康増進の実現に向けた連携協定の締結についてで

あります。 

本年３月２８日、本市と玉野医療センター、岡山大学、NTT ライフサ

イエンス株式会社、PwC コンサルティング合同会社の産学官５者で連携

協定を締結し、遺伝子検査を活用した健康増進の取組を行うこととしま

した。 

自治体が大学、民間事業者と連携してこうした事業に取り組むのは、

全国で初めてであります。 

今後、８月の啓発イベント、９月の事業説明会の開催などを経て、

１０月から玉野医療センターにおいて遺伝子検査事業を開始する予定

であり、この力強い産学官連携のもとで、玉野市民の健康増進に向けて

取り組んで参ります。 

 

次に、公共施設のネーミングライツについてです。 

玉野市では、平成２９年２月に策定した公共施設等総合管理計画にお

いて、新たな財源確保、施設の魅力や利用率の向上を図ることを目的に、

市が保有する施設等へのネーミングライツを導入しております。 

本年３月２９日に、二施設のネーミングライツパートナーとの契約調

印式を行い、玉野市民総合運動公園野球場は「日比製煉スタジアム」に、

玉野競輪場は「チャリロトバンク玉野」に愛称が決定しました。 

本市でのネーミングライツの導入は今回が初めてであり、今後もニー
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ズの把握や導入可能施設の検討を進めて参ります。 

 

次に、産業振興につながる副業人材活用事業についてです。 

市内の事業者の課題解決及び経営基盤強化を図るため、高度な専門性

を有する地域外の人材を活用できる仕組みを構築することを目指し、県

下１５市で初の取組として、昨年９月に株式会社カルビンとパートナー

シップ協定を締結しております。 

令和５年度はこの事業において、３事業者４名の副業人材が採用され、

販路開拓やマーケティングなど、専門的な知見から各社の課題解決を支

援しました。 

本年４月２４日には市町村振興センターにて事例報告会を実施し、人

材不足に直面する県内自治体等の参考になるよう、玉野市での取組事例

の共有を図りました。 

今年度は事業者枠を拡大し、人材不足や課題解決等に引き続き取り組

み、副業人材活用の先進自治体を目指して参ります。 

 

次に、観光振興のイベントについてです。 

５月１８日、１９日の２日間にわたり、宇野港において第２７回たま

の・港フェスティバルが開催され、２日間で約２万５千人が来場されま

した。 

当日は、海上自衛隊の潜水艦救難艦「ちはや」や玉野海上保安部巡視

艇「たまなみ」が一般公開されたほか、ステージイベントや特産品の販

売なども行われ、会場は大いに盛り上がりました。 

また、クルーズ船の寄港については、３月１３日にドイツの船会社が

運航する「オイローパ」が初入港し、宇野港航路誘致推進協議会として

歓迎式典を実施いたしました。今年はこのオイローパを含め、１３回の

クルーズ客船の入港を予定しています。 

これからも玉野市の観光資源や魅力を広く知ってもらい、市内外問わ

ず多くの方に訪れていただける観光地となるよう、私自身も先頭に立っ



3 

 

て積極的な情報発信やシティプロモーションに取り組みます。 

 

次に、全国植樹祭についてです。 

去る５月２６日、岡山県では５７年ぶりとなる第７４回全国植樹祭が

ジップアリーナ岡山で開催されました。 

本市では開催に先立ち、記念事業として昨年１２月３日に玉野市消防

本部発足７０周年の記念植樹を実施したほか、本年３月１４日には植樹

祭のシンボルである木製地球儀の巡回展示セレモニーを市役所で行う

など、機運の醸成を図って参りました。 

当日は、私も記念式典に出席し、天皇陛下がお手植え、お手播きされ

たものと同じ少花粉ヒノキを記念植樹いたしました。 

なお、この記念式典で使用された木製品等は、後日、希望した市町村

等へ引き渡されました。 

本市も県産材ヒノキで作られた木製ベンチや植樹箱、木製カバー付き

のプランター飾花（かざりばな）などをいただき、本庁舎や学校等で活

用しているところです。 

今回の大会テーマである「晴れの国 光で育つ 緑の心」が、岡山か

ら全国に広がり、世代を超えて緑の森や林が育まれることを願っており

ます。 

 

最後に、子育て支援策の拡充についてです。 

これまで１８歳までの医療費無償化の拡大や妊婦が陣痛時に利用で

きる「出産あんしんタクシー」事業の無料化等を実施してきました。 

今年度からは、生後２か月を超え満１歳までの子どもを養育する世帯

に対する在宅育児手当制度を創設し、現在、円滑な給付に向けた準備を

進めております。 

また、こうした子育て施策に関する相談などにワンストップで対応す

るため、今年度から組織機構を改め、「こどもみらい課」を新設してお

ります。 
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来月上旬には、本市における子育て支援の理念を市民や企業、各種団

体の皆様に広く周知するため、おもちゃ王国にて「こどもまんなか宣言」

を行うこととしております。 

今後も「希望をもって安心して子育てできるまち」の実現を目指し、

子育て支援策や教育施策の充実を図って参りたいと考えております。 

 

以上、行政報告をさせていただきましたが、本日から開会されます６

月定例市議会においては、報告事項１０件、予算議案４件、条例議案１

件、その他議案１件の合わせて１６件を提案しております。 

 この後、報告事項及び各議案について御説明をさせていただきますが、

議員各位におかれましては本会議及び常任委員会において御審議を賜

りますようお願い申し上げます。 


